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・
ァ
ド

ル
ノ

の
縦

で
あっ
て、
左派

で
は

ない。
．フ

ラ
ン
クフ
ル
ト

学派
が、

学派
と
し
て
う

け
と
ら
れ 、
影
町市を
与
え

た
か

ぎ
り

で
は 、
そ

のと
お
り

で

・
あっ
た。

し
か

し
、フ

ラ
ソ

クフ
ル
ト

の
社
会

研
究

所
の
役
立
は 、
そ
うい
F

う
集
団
を
生
み
だ
し

た
だ
け

で
は

なく
、

さ
ま
ざ
ま

な
波
及
効
処
を

も勺
て

い
た。
い
わ
ゆ

る
左派

の
発
生

も
そ

の
ひ

と
つ

で
あ
る。

内’u

研
究

所
が

、フ
z
リ
ッ
タ
ス
・
ヴ
ァ
イル

の
資
金

に
よっ
て、
一
九
二
四

年
六
月

に
設
立
さ
れ

たと
き 、
初
代

の
所
長

と
し
て
招

か
れ

た
の
は

、
ヴ
4

6
1
γ
大
学
教
授 、
カ
ー

ル
・

グ
リ
ュ
ン
ベ・
ル
タ

で
あっ
た

。
ヴ
ァ

dq
ル
は

、

口
裕

な
殺
物
商
人

の
－H晶
子

で
、

カ
ー

ル
・
コ
ル
シ
ュ

に
よっ
てマ
ル
ク
ス

主

殺
に
み
ち
び

か
れ

た
の
で
あ

り
、

グ
リ
ュ
ン
ベ
ル
ヲ
は

、一
八
九
七
年

に
グ

ィ
l
y
大
学

の
私
講
師

と
なっ
た
オ

l
ス
ト
ロ・
マ
ル
ク
ス

主
義
者

で
あっ

た。
ジ
ェ
イ

が
引
用
し
て
い

る
学
生

の
手
紙
は 、
当
時

の
研
究

所
を
支
配
す

る
教
条
的マ
ル
ク
ス

主
義

の
匁
凶
気を
つ

た
え
てい

る。
こ

の
創
設
則

の
研・

究
所
か
ら

、
グ
リ
ュ
ゾ
ベ
ル
タ

の
系
終
を
グ
ィ
l
ン
へ
さ

か
の
ぼ

るこ
と
も

で
き

る
が、

こ
こ

で
は
逆

に
左派

の
流
れ
を
く
だ
っ
てみ

よう。

水

田

洋

がJ
全
体

と
し
て

のフラ
ン

クフ
ル
ト

学派
の
主
流
は 、

疋
統派

で
は

ない

ま
て

もマ
ル
ク
ス

主
戦

の
色

影
が
か
なり
つ

よい
も
のと
お

も
わ
れ

た。

に
れ
トト

u

u
r

凶

作
九

日
一7
1

1

乱と
新
在
爽

の
時
代

が
き
て、

に
わか

f
f ’1
1
：

ラ
ン
ク
ア
ル

ト
学派
工、

リ

り

ペ

リ
ー

な

制と
し
て
い

た
が

、
中
心
人
物
は
ホル
ハハ
行
マ

可ベ

、 ・
・

ル
ノ

（

ま一
1

1

の
衝
窓

で
死
ん
だ

と
い
え

よ
で

、
7

れ
れれ紛huh
－
れ
れわれ
は
りぺを
なそれ

い
バト
りげ
いけ
f一

九四一
年に日本
r
引
い
μ

川

市

川

則

前

川

市山地内

ク
九
日

以

下五ドいんじ

ト

勺一

認

可刊

訂一万
一

九
七
三
年 ＼
涜
川
幾
初

訳 、
み
す
ず
m
m 、
一

九
七
五
年）

も、
か

なり
視

ザ
を
ひ
ろ
け
て
い
る

が、
そ
こ

で
の
字派

の
中
心
主、
ミ
レ

p

z

’
av

J4
J
P
ハ
イマ
！
”
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もっ
と
も 、
だ
れ

が
左派

で
あ4
K

か
に
つ
い
て

も
議
論

が
あ

り
う

る
の

で、
非

主
流
ぐら
い

の
よび
か
た
の
方

が、
安
全

で
あ
る。
そ
う
い
う
人
び

と
の

う
ち 、

た
と
え

ば
オ
1

ス
ト
ロ・
マ
ル
ク
ス

主
義

の
なか
で
そ
だ
っ

た

ポ
ー

ル
・

ラ
ザ
l

久フ
ェ

ル
ド

は
、

ア
メ
リ
カ

に
亡
命
し
て、
社
会
問
先

の

創
始
者

と
なっ
た

し
、

ド
イ
ツ
共
産
党
口

で
あっ
た

ヴ
ィ
ト

フ
才
l
ゲ
ル

は
、

や
は
り
ア
メ
リ
カ

に
き
てか

ら
、，

あと
で
のべ
る
よう
に
布
何臥
し

た
。

ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
執
行
委
日
会

の
法
律
脈
問

で
あっ
たフ
ラ
ン
ツ
・
ノ
イ

苛
ゾ
は

、
ア
メ
リ
カ

に
亡
命
し
てか

ら
、『

ピ
ヒ
モ
ス

｜｜
国
民
社
会

主
殺

の
椛
造

と
突
践』
（一
九
四－
年）
を
羽
い

た
が

、一
九
五
四
年

に
ス
イ
ス

で、
自
動
車
事
故

の
た
め

に
死
亡
し

た。

こ
の
三
人
は

、
そ
れ
ぞ
れ

、
ア
メ
リ
カ

の
学
芥
に
彫
物を
あ

た
え

た
。・ラ

ザ
l

スフ
ェ

ル
ド

は
、

す
で
に一
九一－一一－一
年

にロ
ッ
Pフ
エ

ラ
1

財
団

の
奨

学
金

で
ア
メ
リ
カ

に
き
てい

た
が、

ヴ
ィ
トフ
才
l

ゲ
ル

と
ノ
イ
マ
ン
は

、

亡
命
し
てコ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

に
織
を
え

た
の
で
あ
る。
ラ
ザ
l

スフ
ェ

ル
ド

が
、

い
か
に
もア
メ
リ
カ
的

な
研
究
領
成

で、
ま

た
グ
ィ
ト
7
d
l
ゲ
ル

－
が

、
ヨ
ー
ロッ
パ

より
も
は

るか
に
ア
ジ
ア
へ

の
凶
心

が
つ

よい
y
コ
リ
カ
‘

・
で、
学
問
的
野
師を
え

た
の
に
対
し
て、
ノ
イ

マ
ン
は

、
ョ
1
ロ
γ

バ
の・・
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イメージ心喫学3イメージの人格心理学
水島g－.上杉喬編 イメ
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� lf:ttl lの｝�. 3000円
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編祭
賞

加繍常
昭・荒
井
献・
祖戸沼
俗子・小
寝
節・熊
潔機宣・
高
橋
8M山・出
村
彰・富一合宜
史・山内
古典

占戸

西
洋
文
化
の
般
淑
で
あ
り、

世
界
の
賂
史
と
文
化
に
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
キ

一
挙

リ
ス
ト
教
2
0
0
0
年
の
峰
山ι
を
知
る
上
で
欠
か
せ
ない
人
々
の
忠
忽
と
行
Mm・

－
バ’

留学、

mU制刷、

文
学、

斤
忠明、

災術、

教
占川、

政治
に
及
ぶ
幅
広
い
分
野
を
網

6
雑・
酋
欧
の
み
な
ら
ず、

東
欧、
中
南
米、
ア
ジ
ア、
ア
フ
リ
カ
等
b
広
〈
網
雑。

（

ド

イ

ア

の、

そ

し

て

フ

ラ

ン

ク

フ

レ

ト 宇

J

工
〆

二

L

航するのにね献した。
ヵ1レ

ノンヨ fg
年以を 、
アメリカに移

デ

グ

ィ

ド

・

ケ

ト

ラ

ハ

t
h

t

v

．

：

l

ス

キ

1

、

ピ

ー

タ

l

・

ゲ

イ

、

rtu
ノイマンの弟子であっ・5

は

、

他

の

二

人

と

ち

が

っ

て
、

ァ

f

ノ

イ

マ

ン

ることなく、
7カlシイズUU
UMι同川学問的風土に順応す

こ

れ

に

対

し

て
、

森

川

り

に

協

力

し

れ

川
什

リ

叩

哨

比
一J
…

……
。

日れ

れ
い

り

い

わ

れ

れ

は

げ

れ

れ
げ

ル

ジ

山

川
伽

u…

対

立

社

会

民

主

党

か

ら

ド

イ

ア

共

産

党

に

a

r

n
沼

町
ソ

仰
向

戸

内

け

寸

誌の伸酬のもとに』
にも 、
しばしば中諒制していた。

トレレト：

校

出入

閉

山
一

一

叫
立

付

け
れ
れ
J

F
J

出
・

月

ぬ

の

は

じ

ま

り

で

ま

工

、

、
L

－

H

か

れ

が

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト

の

研

究

所

に

認

し

た

の

れ

い
J

ン
イ

バ「

の時代からであって、
しまあげた和文の公表は、ちょうど、レ

一

ハイマーの所長就任のときであるo
p
院
院
佐hE
MU－わ一

もこの
年であり、
そ

れ

らの
ことは
、

η

リ

イ

治

信・

ー

一

ルyハイマl時代の研究所が 、
か工らr

：！ケルにとってホ
一

たことを挑測させる。

T
－
しも税近性をもたなくな
－

し
かし、
かれはひきつづき研究所に絡をおいて、反ナチスのパ

じ
れ1
河

川
わ
い

は

じけ」
ともまた、所員のなかでは例

院

院

長

れ

い

件

降

胤

附

開

院

向

指

陸

部

長

調

判

明

朗

l

、

中

野

間

4

羽

剖

計

約

針

劃

出

引

船

山

＼ 
二ミ、

ヨーロッパ路闘の社会民主党の状況）の分析を担当していたボル

ケナウは、一九二八年に久タlりγ
ρ阪左政策（社会民主党を主

袈な敵とみなす）がはじまるととも叫（ヴァルガはモスクワに召

喚される） 、
しだいにコミンテルンおよびドイヅ共産党から途ざ

かり 、一九二九年末には除名されたのである。

この略歴によれば 、はじめにあげたかれの大箸は、序文が
ご

九三二年九月 、
ヴィlン」となっているから 、三年たらずのあい

だの仕事だと
いうことになる。もともと歴史的関心があったそう

だし 、ジェジュイyト高校以来のラテン語の
索設はあっただろう

が 、やはりおどろくべき才能といわなければなるま
い。
しかし 、

数か月のちに成立したヒトラー政権は、、
かれを糸ギリス亡命へお

いこみ 、思想史研究は中断する。『パレlト』（一九三六年）は、

亡命生活を支えるためにパナマの大学で都議をしたときの成来で

，．
あり 、そのほ

かの務作活動は『スペインの戦場』（一九三六年）

／手r
をはじめとして、
ほとんど現実の政治問題に集中している。

一一
／

そして、

バス刈羽尚刷吋ふ叫吋け材剛羽刈
刈川
川J4

ω閣官制司31242週間以封

せ
た
。

『
共

産

主

筏
イ
ン
タ

ナ

シ
ョ

ナ

ル
』

三

九
三

八

年
）

が
、

そ
の

態

度

， ， 

ケ一て

今‘ ルJl
世界の歴史と文化を
動かした16.000余名
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3 

館

内

て

；

：

l

・

グ

ア

ル

ガ

の

出川

却

下

に

図

際

政

治

路

ト
バ

い

け

日

淡切である。戦後にはさらに『ヨlロyパ共産主義
｜｜一九一七

年から現在まで』（一九五二年）を怨くが 、これについて「余り

に感情的なので読むのによほどの忍耐を製した」と
いったのは、

－EEPBE’aa’aza，，』z－

元防術大学校長猪木正道であった。

すで 、に終松前に『ホライズン』への論文（一九四四年）で、ソ

グェ1トとドイツの全体主義をギリシャ正教とルタl主義（エル

ベ以来）
によって説明していたポルケナウが 、戦後のドイツ民主

共和国をどうみたかは、容易に想像できる。マlルプルF大学の

股史学の教授にまね
かれたのにまもなくやめてしまったかれは、
－EE・E．，aEEEa－－E・Ea－E
E’BEE－－－E
E－－－

支仲代ジャーナリズムで主百Kささえんふいら 、トって学主峰、こ説

川
副剖叶叫
ゴ
jd
14
司剖
a剖叶
刻
刻
吋ヨ

ーロッパ文明史を古きつづけた。それは、『ホライズソ』の論文

の似大ともみられるし 、最初の諮作の延長ともみられるであろ

う。
しかし、

かれが一九五七年五月一人目に、チ具1リヒのホテ

ルの一室で 、心臓発作のため五六歳で急死したとき 、「一人称話

法の成立」
にはじまる大訴は、「ロlランの欣」までし

か白
かれ

ていな
かった。
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